
石野博信氏（兵庫県立考古博物館名誉館長）
『立ち止まって拝む三輪山も鰯の頭も』
「魂の宿りを待つ器ー縄文土偶のヒミツー」　　　　　　　瀬口眞司氏　（公財）滋賀県文化財保護協会
「弥生時代のシャーマンたち」　　　　　　　　    　　　　塚本浩司氏　大阪府立弥生文化博物館
「都城における祭祀の変化ー人形に託した祈りと呪いー」　 鈴木康高氏　（公財）京都市埋蔵文化財研究所
討論：『いのり　かなえ　たまえー宗教考古学事始ー』

コーディネーター：石野博信氏　　パネリスト：瀬口眞司氏・塚本浩司氏・鈴木康高氏

10月14日（日）
『いのり　かなえ　たまえー宗教考古学事始ー』『いのり　かなえ　たまえー宗教考古学事始ー』

京都アスニー　4階ホール
（京都市生涯学習センター）
京都市バス・京都バス・
JRバス「丸太町七本松」下車すぐ、
市バス「千本丸太町」下車徒歩2分

無料（定員400名）
13：00～16：30
（受付は12：00から）

（公財）兵庫県まちづくり技術センター
　　　　　　　　埋蔵文化財調査部
　　　　　　　　☎   079-437-5561

このイベントは、発掘調査の成果をみなさまに
知っていただくために、近畿の埋蔵文化財調査
機関が連携し実施します。
今年は 7月から11月の 5ヵ月間を『関西・考古
学の日2018』とし、考古学に関連した行事を企
画しています。
特に夏休み期間は児童のみなさんの参加イベン
トをたくさん用意しています。さあ、今年も家
族そろって考古学をたのしみましょう。

兵庫県立考古博物館
　　　「ほったん」



※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

※休館：土曜日、日曜日、祝日
（夏休み期間中は開館）
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参画機関
●奈良県立橿原考古学研究所附属博物館　
●香芝市二上山博物館　
●天理大学附属天理参考館　
●歴史に憩う橿原市博物館  
●和歌山県立紀伊風土記の丘
●（公財）辰馬考古資料館
　枚方市立旧田中家鋳物民俗資料館
後援機関
歴史街道推進協議会

和歌山市湊本町3-2

和歌山市岩橋1411

和歌山市一番丁三番地

W

U

T

（公財）和歌山県文化財センター

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

R

※休館：月（月曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　毎月1日（土・日・月の場合は翌火曜日）
　　　　朝堂院公園は不定休

（ふるさとミュージアム山城）

（ふるさとミュージアム丹後）
長岡京市立埋蔵文化財調査センター

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日） ※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

京都市上京区今出川大宮東入ル
元伊佐町265－1

（公財）辰馬考古資料館
兵庫県西宮市松下町2-28

※休館：月（夏季教室展6月9日～9月2日、
         秋季展10月6日～12月2日の期間内）

s

法輪館

7
※休館：なし

※イベント開催時のみ公開
　（電話対応はイベント開催時と平日のみ）

（公財）元興寺文化財研究所

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

※休館：火曜日（火曜日が祝日の場合は翌平日）

（ただし、8/14（火）開館）

※休館日:月・祝（月曜日が祝日の
　場合は月曜日と翌火曜日が休館）

八尾市立埋蔵文化財調査センター
八尾市幸町4丁目58-2

072-994-4700
土曜日・日曜日・祝日

※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）※休館：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

TEL（079-437-5561）兵庫県まちづくり技術センター
　　　　　　　　　　　　　　埋蔵文化財調査部

http://www17.plala.or.jp/zyao_maibun/

〒540-0006　大阪市中央区法円坂1-6-41

（公財）滋賀県文化財保護協会
☎ 077-548-9780
〒520-2122 　滋賀県大津市瀬田南大萱町1732-2

http://www.shiga-bunkazai.jp/

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター
☎ 075-933-3877
〒617-0002　京都府向日市寺戸町南垣内40-3

http://www.kyotofu-maibun.or.jp/

（公財）京都市埋蔵文化財研究所
☎ 075-415-0521
〒602-8435　京都市上京区今出川大宮東入ル
　　　　　　元伊佐町265-1

http://www.kyoto-arc.or.jp/

（公財）向日市埋蔵文化財センター
☎ 075-931-3841
〒617-0004　向日市鶏冠井町上古23

http://www.mukoumaibun.or.jp/

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター

（公財）大阪府文化財センター

（公財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所

（公財）八尾市文化財調査研究会

（公財）元興寺文化財研究所

（公財）和歌山県文化財センター

（公財）和歌山市文化スポーツ振興財団
　　　埋蔵文化財センター

（公財）兵庫県まちづくり技術センター
　　　埋蔵文化財調査部

☎ 075-955-3622
〒617-0853　長岡京市奥海印寺東条10-1

http://nagaokakyo-maibun.or.jp/

☎ 072-299-8791
〒590-0105　堺市南区竹城台3丁21-4

http://www.occh.or.jp/

☎ 06-6943-6833

http://www.occpa.or.jp/

☎ 072-994-4700
〒581-0821　大阪府八尾市幸町4丁目58-2

☎ 0742-23-1376
〒630-8304　奈良県奈良市南肘塚町146-1

http://www.gangoji.or.jp/

☎ 073-472-3710
〒640-8301　和歌山市岩橋1263番地の1

http://www.wabunse.or.jp/

☎ 073-435-1129
〒640-8146　和歌山市一番丁3（わかやま歴史館3階）

http://w-bunkasports.com/

☎ 079-437-5561
〒675-0142　兵庫県加古郡播磨町大中1丁目1番1号
　　　　　　　　　　　　　（兵庫県立考古博物館）

http://www.hyogo-ctc.or.jp/
私たちは「関西・考古学の日」をさらに充実させて
いきたいと願っています。
ご協力頂ける機関は、事務局までご連絡下さい。

「関西・考古学の日」実行委員会事務局

「関西・考古学の日」実行委員会
実行委員長：田邉征夫

（全国埋蔵文化財法人連絡協議会近畿ブロック）
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7/25（水）～9/2（日）
レトロ・レトロの展覧会

①探してＧＯ！クイズラリー
展示品の中から答えを探そう！全問正解で縄文貝塚の貝をプレゼント
②【土日限定】原始の技でＧＯ！火起こし体験
③スマホでＧＯ！ＳＮＳで世界に発信
④スマホでＧＯ！ＱＲコードで自由研究
ＨＰの関連情報へアクセスして自由研究の下調べに

9:00～17：00（期間中全日開館）

「県内各地の発掘成果と関連体験プログラム」

滋賀県埋蔵文化財センター

無料
JR東海道本線「瀬田」駅より滋賀医大行バス「文化ゾーン前」下車、
徒歩5分。駐車場有
（公財）滋賀県文化財保護協会 ☎ 077-548-9780(平日8：30～17：00）

7/23（月）・8/25（土）

ホンモノの出土品に触れたり、拓本を採ったりする体験ができます。

無し

滋賀県立安土城考古博物館 0748-46-2424（8：30～17：00）

7/21（土）・22（日） 滋賀県立安土城考古博物館
あの遺跡は今！Ｐart25－考古学者になってみよう

9：00～17：00 無料 不要

JR東海道本線「安土」駅から徒歩25分、レンタルサイクル10分、
名神[蒲生SIC]から25分、[竜王IC]・[八日市IC]から30分。駐車場有

勾玉をつくろう

子ども学芸員

ろう石をけずって、磨いて本物そっくりのピカピカな勾玉を作ります。ネックレスに仕上げて
お持ち帰りいただきます。

13：30～15：00 30名（低学年は要保護者） 500円

電話にて要予約　1ヶ月前から受付開始（先着順）

7/30（月） 土器などの文化財の調査など博物館学芸員の仕事を体験します。
13：30～ 10名（小学4年生～中学生） 500円

電話にて要予約　1ヶ月前から受付開始（先着順）

（公財）滋賀県文化財保護協会　調査課　安土分室
0748-46-4861（8：30～17：00）

滋賀県立安土城考古博物館7月・8月

水曜神仏語り講座
8/8（水）　   「近江の石仏を巡る」　                                               山下　立（当館学芸員）
9/12（水）　「イヌ年企画：この際、狛犬をとことん知ろう」　　山下　立（当館学芸員）

講座（セミナールーム）

7/21（土）～9/24（月 振）

第58回企画展「寺と城ー近江の瓦ー」

平安～室町時代の瓦を中心に古代寺院や城郭出土の瓦を展示し、近江における瓦の変遷
や特徴について考えます。

8/27（月）、9/3（月）・10（月）・18（火）

7/25（水）　 「飛鳥時代の寺院と瓦」　　　　　仲川　靖氏（滋賀県教育委員会）
8/8（水）　    「奈良時代の寺院と瓦」　　　　　北村圭弘氏〔（公財）滋賀県文化財保護協会〕
8/22（水）　「中世の瓦ー寺院から城郭へー」　山口誠司氏〔（公財）滋賀県文化財保護協会〕
9/8（土）　   「近世の瓦－栗太瓦ー」　　　　　小宮猛幸氏（草津市教育委員会）

金曜城郭最新情報
7/20（金）　「石の要塞　安土城」　北原　治氏（滋賀県教育委員会）
8/10（金）　「織田信澄と大溝城」　仲川　靖氏（滋賀県教育委員会）
9/21（金）　「元亀争乱と城～湖北の城」　松下　浩氏（滋賀県教育委員会）

滋賀県立安土城考古博物館

9：00～17：00（入館は16：30まで） 大人500円、高・大生300円

各日10：30～12：00 140名（先着順） 200円

各日13:30 ～15：00 140名（先着順） 200円

JR東海道本線「安土」駅から徒歩25分、レンタサイクル10分、
名神[蒲生SIC]から25分、[竜王IC]・[八日市IC]から30分。駐車場有

滋賀県立安土城考古博物館 0748-46-2424（9:00～17：00）

ミュージアム・コンサート

ミュージアムコンサート
エントランスホールで！

13：30～ 無し 無料 不要

8/19（日）

第58回企画展「寺と城ー近江の瓦ー」関連博物館講座

当日受付

当日受付

9/2まで滋賀県埋蔵文化財センター　「レトロ・レトロの展覧会」
9/24まで滋賀県立安土城考古博物館　「寺と城ー近江の瓦ー」

8/19まで京都府立山城郷土資料館　「明治150年関連展示　鉄道の開設と南山城の近代」
8/26まで京都府立丹後郷土資料館　「地球環境と縄文文化」

11/25まで京都市考古資料館　「お公家さんのうつわー京都御苑出土の古伊万里を中心にー」
8/26まで向日市文化資料館　「発掘された京都の歴史2018　いにしえの技とデザイン」

向日市文化資料館　「くらしのなかの戦争展」 8/26まで

9/9まで大阪府立弥生文化博物館　「弥生のマツリを探るー祈りのイメージと祭場ー」
9/9まで大阪府立近つ飛鳥博物館　「百舌鳥・古市古墳群に学ぶ、古墳と水のマツリ」
10/7まで泉佐野市立歴史館いずみさの　「日本の郷土玩具ー込められた人びとの思いー」
9/23まで八尾市立埋蔵文化財調査センター　「八尾を掘るー平成29年度市内発掘調査成果展ー」
8/31まで八尾市立歴史民俗資料館　「世界の衣装ー辻合喜代太郎収集染織資料よりー」
9/2まで兵庫県立考古博物館　「ひょうご五国のはじまりを探る」

辰馬考古資料館　「集められた たからもの」
9/2まで奈良県立橿原考古学研究所附属博物館　「大和を掘る36－2017年度発掘調査速報展ー」
9/3まで天理大学附属天理参考館　「中国の風俗人形ー近代以降の土人形と黄楊人形ー」
9/17まで歴史に憩う橿原市博物館　「シアワセのカタチfrom Asuka・Fujiwara・Heijo」
9/30まで香芝市二上山博物館　「香芝文化財発掘速報 2017－2018」

8/26まで

和歌山城天守閣　「和歌山城天守閣　焼失」
和歌山市立博物館　「重要文化財　馬冑の実物展示」 9/2まで

8/26まで
和歌山市立博物館　「和歌山城再発見！」

8/26まで

わかやま歴史館　「和歌山城の近代ー明治維新以降のお城と城下町ー」

※お出かけ前には必ず【各施設】のお問い合わせ先、
あるいは【ホームページ】でご確認ください。

9/2まで

長岡京市立埋蔵文化財調査センター　まいぶんミニ展示11「弟国宮杯長岡京土馬レース」 9/28まで

9/2まで和歌山県立紀伊風土記の丘 資料館　「学校にあるたからものⅡ」

まめのぶ



向日市文化資料館8/4（土）～26（日）

発掘された京都の歴史2018　いにしえの技とデザイン
平成29年度の発掘調査成果展とともに技術やデザインなどの系譜を京都府暫定登録文化財
を中心に展示する。

10：00～18：00（入館は17：30まで） 無料

8/6、13、20の月曜日
阪急京都線「東向日」駅から徒歩8分、JR京都線「向日町」駅から徒歩15分

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター
075-933-3877（企画調整係）

7/28（土） 京都市生涯学習センター
（京都アスニ－）

アスニ－京都学講座
京都市考古資料館文化財講座
「発掘調査速報①　京都駅南側でみつかった
大型建物」　鈴木康高

14：00～16：00（受付13：30～）

無料

200名

当日（先着順）

京都市バス・京都バス・JRバス「丸
太町七本松」下車すぐ、市バス「千
本丸太町」下車徒歩2分

京都市考古資料館

075-432-3245

①7/31（火）・8/1（水）
②8/2（木）・3（金） 考古資料館他

発掘調査体験、土器作り体験等を通して、京都
歴史や文化への理解と興味を深める夏期教室
を開催します。

京都市考古資料館
075-432-3245

京都市バス「今出川大宮」下車すぐ、
「堀川今出川」下車西へ徒歩5分

10：00～15：00
京都市内に在住または通学する
小学5・6年生及び中学生
（保護者同伴も可）
無料

①・②とも20名（各日程とも2日間
参加できる方に限る）
中止の場合があります。
・京都市考古資料館に直接申し込み
・往復はがき
いずれの場合も締め切りは7/20（金）。
詳細はHPを参照してください。

京都市

勾玉をつくろう！
ろう石をけずって、磨いて本物そっくりのピカピカな勾玉を作ります。ネックレスに仕上げて
お持ち帰りいただきます。

各回20名（小学生以上、小学生未満は要保護者同伴）

500円

7/29（日） エイスクエアSARA東館2F（草津市西渋川1-23-1）

11：00・13：30・15：30 当日受付（先着順）

JR琵琶湖線「草津」駅西口下車、徒歩10分　有料駐車場有（3時間無料）

（公財）滋賀県文化財保護協会 077-548-9780（平日8：30～17：00）

体験学習
8/2（木）・4（土）　鋳物体験－古代の鏡を作ってみよう！

8/5（日）・15（水）・26（日）　鍛冶体験ー親子で鍛冶職人になってみよう！

8/11（土祝）・18（土）　染物体験－草木染に挑戦

9/1（土）　大人の考古学体験（対象：中学生以上）

8～9月 滋賀県埋蔵文化財センター

10：00・14：00（1日2回）

10：00・14：00（1日2回）

10：00・14：00（1日2回）

13：30～

1000円

500円

1000円

2000円

小学生高学年以上
各回15名（先着順）

8名（先着順）

小学生以上と保護者の二人一組
各回8組（16名）

JR琵琶湖線「瀬田」駅下車、滋賀県医大行きバス「文化ゾーン前」下車徒歩5分
駐車場有
（公財）滋賀県文化財保護協会 077-548-9780（平日8：30～17：00）

8月分は、7/4（水）9：00～電話のみ募集開始（先着順）。

各回10名（先着順）
9月分は、電話で要予約

9/15（土）　染物体験

10：00・14：00（1日2回） 500円

各回10組（20名）

向日市文化資料館7/14（土）～8/26（日）

「くらしのなかの戦争展」　

市民の皆様から寄贈いただいた、戦争にまつわる資料を展示します。身近な地域に残る資料か
ら、平和についてもう一度考えてみませんか。

7/17（火）・23（月）・30（月）、8/1（水）・6（月）・13（月）・20（月）

向日市文化資料館 075-931-1182

無料10：00～18：00（入館は17：30まで）

阪急京都線「東向日」駅から徒歩8分、JR京都線「向日町」駅から徒歩15分

京都府立丹後郷土資料館7/14（土）～8/26（日）
企画展
「地球環境と縄文文化」

水月湖の年縞堆積物から推定される環境の変化が、丹後の縄文社会にどのような影響を及ぼ
したのか、縄文時代を生きた人々の意識にどのような影響を及ぼしたのかを、考古資料を通じ
て探ります。

9：00～16：30 一般200円、小・中学生50円

月曜日（7/16（月祝）は開館、7/17（火）休館）

京都丹後鉄道「天橋立」・「岩滝口」駅下車、
丹海バス（経ヶ岬・蒲入・伊根方面行）で「丹後郷土資料館」下車すぐ。
京都府立丹後郷土資料館 0772-27-0230

文化財講座
7/28（土） 「環境が変えた縄文人の心と社会」　松木武彦氏（国立歴史民俗博物館教授）
8/11（土祝） 「暴れる気候と暴れない気候ー人類は激動の時代をどう生きたかー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　中川　毅氏（立命館大学古気候学研究センター長）

13：30～15：00 要入館料

京都府立山城郷土資料館7/7（土）～8/19（日）
企画展
「明治150年関連展示　鉄道の開設と南山城の近代」

1868年の明治改元以降の150年、南山城地域は大きな変貌をとげました。特に木津川水運が終
わりを告げ、現在のJR奈良線や関西線、学研都市線など鉄道網が整備されたことで、人々の暮ら
しもかわりました。地域のうつりかわりを、鉄道敷設、学校教育、戦争と生活、観光や文化など
の視点から紹介します。

9：00～16：30 一般200円、小・中学生50円

月曜日（7/16（月祝）は開館、7/17（火）休館）

JR奈良線「上狛」駅下車、徒歩20分

京都府立山城郷土資料館 0774-86-5199

関西鉄道加茂奈良間の構造物から「大仏鉄道」の実像に迫る
7/7（土） 13：30～15：00 要入館料 無し

①7/21（土）・②28（土）・③29（日）、④8/4（土）・⑤18（土）・⑥25（土）

①陶芸工房山吹（井手町まちづくりセンター椿坂内）
②～⑥京都府立山城郷土資料館

TEL、メール、FAX等で各開催日の1週間前締切（先着順）　　　　　　※警報発令時は中止

夏休みこども体験教室

①10：00～、②～⑤10：00～13：30～、⑥9：00～、13：30～

①24名、②・⑥12名、③10名、④・⑤30名
①300円、②・⑥500円、③150円、④250円、⑤100円

JR奈良線「上狛」駅より東へ徒歩20分

京都府立山城郷土資料館 0774-86-5199

①埴輪のランプシェードをつくろう　②銅鏡をつくろう　③ミニ高床倉庫をつくろう　
④勾玉をつくろう　⑤和同開珎をつくろう　⑥ミニ竪穴住居をつくろう

※詳細はHP等で確認してください

平成29年度京都市有形文化財に指定された「公家町遺跡（安禅寺杉之坊）出土品」と「公家町遺
跡（櫛筍家）出土品」の紹介を主として、同じ公家町遺跡やその他京都市内遺跡から出土した江
戸時代前期の古伊万里（肥前磁器）を展示し、あわせて公家町の形成や1997～2002年に実施
した発掘調査の成果を紹介します。

7/14（土）～11/25（日）
前期特別展示
「お公家さんのうつわ－京都御苑出土の古伊万里を中心に－」

京都市考古資料館

京都市考古資料館 075-432-3245

9:00 ～17：00（入館は16：30まで） 無料
月曜日（祝・休日の場合は翌日）

京都市「今出川大宮」下車すぐ。「堀川今出川」下車、西へ徒歩5分。
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8/18（土）

夏休みこども考古学体験「石庖丁作りに挑戦！！」

8/1（水）～8/17（金）までの間に
TEL・FAXでセンターまで

材料費300円

八尾市立埋蔵文化財調査センター

9：30～12：00

10名（小学4年生以上）

八尾市立埋蔵文化財調査センター 072-994-4700

近鉄大阪線「八尾」駅下車、
近鉄バス住道・萱島行「西郡西口」下車、北東へ徒歩約2分

7/29（日） 大阪歴史博物館４階講堂

「なにわの日」講演会
「後期難波宮の最新発掘成果ー見えてきた宮殿周辺部の構造ー」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　工（大阪文化財研究所学芸員）
「難波宮の築地塀をめぐって」　李　陽浩（大阪歴史博物館学芸員）

14：00～16：00 250名（当日先着順）
300円 当日13：30～受付

地下鉄「谷町四丁目」駅⑨号出口。大阪シティバス「馬場町」バス停前。

大阪文化財研究所　金曜歴史講座係 06-6943-6833

金曜歴史講座
8/31（金）　「「古都」大阪の起源ー古墳時代における上町台地と奈良盆地の都市化の比較」

南　秀雄（大阪文化財研究所学芸員）
9/7（金）　「大坂城下町成立の前夜～中世の町とムラ～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小田木富慈美（大阪文化財研究所学芸員）

各日18：30～19：45 各250名（当日先着順）
無料 当日18：00～受付

大阪歴史博物館 06-6964-5728
7/14（土）～9/9（日）

「弥生のマツリを探るー祈りのイメージと祭場ー」
弥生時代の祭祀。これは縄文時代からの伝統に、大陸から新たに導入された信仰が複雑に絡
みあうとともに、列島で独自に発達をとげた部分も大きい。描かれた絵画、呪術的文様、銅鐸、
銅鏡、粘土や木で作られたさまざまな造形物など、もの言わぬ出土祭器が発する2000年前の
メッセージは読み取れるのか。マツリの場、祭場の姿はどのようなものだったのだろうか。これ
までの研究を踏まえ、弥生人の心に大胆に迫っていきたい。

大阪府立弥生文化博物館 特別展示室
平成30年度夏季特別展

9：30～17：00（入館は16：30まで）

月曜日（月曜日が祝・休日の場合は開館、翌火曜日が休館）

一般650円、65歳以上450円、高・大生450円

JR阪和線「信太山」駅下車、西へ約600m、
南海本線「松ノ浜」駅下車、東へ約1500m。

大阪府立弥生文化博物館 0725-46-2162

不要（開館時より整理券配布）

大阪府立弥生文化博物館1階ホール

夏季特別展関連講座
7/21（土）　 「金関　恕の祭祀研究」　    桑原久男氏（天理大学文学部教授）
8/4（土）　   「絵画から読み解く弥生の祭祀」
　　　　　　　　　　　　　　　　     橋本裕行氏（奈良県立橿原考古学研究所企画課長）
8/25（土）　「弥生のマツリと卑弥呼」　黒崎　直（当館館長）
9/8（土）　   「銅鐸の世界」　                      寺沢　薫氏（纒向学研究センター所長）　　　

各日14：00～16：00 無料（但し入館料が必要）

各170名（当日先着順）

6/13（水）～9/23（日 祝）

平成29年度に実施した市内発掘調査の主な成果を一堂に会した企画展です。特筆できる成果
には、東弓削遺跡で発見した古代の掘立柱建物、井戸、大溝などがあります。その他、市内の
遺跡で確認した弥生時代前期～中世の居住域などを紹介します。

「夏季企画展」　八尾を掘る関連講演会

八尾市立埋蔵文化財調査センター

「夏季企画展」
八尾を掘る平成29年度市内発掘調査成果展

9：00～17：00 無料 土・日・祝、ただし、7/22（日）、
9/23（日 祝）は開館

八尾市立埋蔵文化財調査センター 072-994-4700

近鉄大阪線「八尾」駅下車、
近鉄バス住道・萱島行「西郡西口」下車、北東へ徒歩約2分

7/22（日）　「平成29年度市内発掘調査の成果」　樋口　薫氏〔（公財）八尾市文化財調査研究会〕
9/23（日 祝）　「八尾発掘物語ー八尾南遺跡の巻ー」　西村公助（当センター学芸担当）

資料代200円30名（先着順）13：30～15：00 不要

7/27（金）、8/3（金）・10（金）・17（金）

各日100名

8/26（日）　親子で綿摘み、綿繰り、糸紡ぎをします。また、自分で好きな文様を型紙に彫って、
テーブルセンターに藍染もします。

こどもおもちゃ教室
八尾市立歴史民俗資料館

10：00～16：00（12：00～13：00は休憩時間） 無料

当日先着順

河内木綿　親と子の体験学習

八尾市立歴史民俗資料館 072-941-3601
近鉄信貴線「服部川」下車、徒歩10分

13：00～16：00 1000円　 15組（小学生とその保護者）

8/1（水）～15（水）の間に、電話、FAX等で申込

6/30（土）～8/31（金）

世界の衣装ー辻合喜代太郎収集染織資料よりー

文様研究家であった辻合喜代太郎が収集したさまざまな国の衣装を紹介します。

八尾市立歴史民俗資料館

9：00～17：00（入館は16：30まで）
一般200円、大・高校生100円（団体は20名以上半額）、中学生以下、身体障がい者手帳、
療育手帳又は精神障がい者保健福祉手帳の所持者及びその介助者、
並びに学校園の引率者は無料。
毎週火曜日・7/18（水）

八尾市立歴史民俗資料館 072-941-3601

近鉄信貴線「服部川」駅下車、徒歩10分

まいぞうくん
わたやん

みらいちゃん

カイトりゅうくん

8/17（金）・18（土）・19（日）

竹カゴ・機織り・勾玉をテーマにした夏休みの
ワークショップです。竹カゴづくり体験は直径
10㎝程の竹カゴを、機織り体験は簡易織機で
しおり・コースターを、勾玉作りは滑石で勾玉
をつくります。

「夏休み！つくってみよう」

枚方市立旧田中家鋳物民俗資料館 体験工房
寺子屋講座

☎　072-858-4665

枚方市立旧田中家
鋳物民俗資料館

JR片町線（学研都市線）「藤阪」
駅下車徒歩7分、京阪バス「藤阪」
バス停下車徒歩5分

各日10：00～15：00まで受付、
体験は17：00まで
竹カゴ・しおり・コースター各30人、
勾玉100人（先着順）　（3日間分）

竹かご500円、
しおり・コースター・勾玉各250円

不要。当日会場にて受付。

7/26（木）・27（金）

長岡京で使われた土馬（土製の馬形）を粘土で作って焼きます。

7/2（月）から当センターへ電話受付（平日のみ）。定員になり次第締め切ります。

長岡京市立埋蔵文化財調査センター

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622

無料 9：00～12：0015名（市内の小・中学生）

阪急バス美竹台方面行、奥海印寺方面行「明神前」下車すぐ

夏休み歴史教室「土馬を作ろう！」

まいぞ

りま

査セ

00

長岡京出土の土馬18頭による人気レース！
投票いただいた方には、缶バッジをプレゼント

7/2（月）～9/28（金）
長岡京市立埋蔵文化財調査センター
まいぶんミニ展示11
「弟国宮杯　長岡京土馬レース」

缶バッジプレゼント企画2018
継体大王の弟国宮遷都1500年記念のロゴ
バッジと、長岡京の3種類のバッジから
1点差し上げます。

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター
075-955-3622

阪急バス美竹台方面行、
奥海印寺方面行「明神前」下車すぐ

平日8：30～17：00
第2・4日曜10：00～16：00

無料

土曜、第2・4以外の日曜、祝日



7/14（土）～9/9（日）

夏季企画展
「百舌鳥・古市古墳群に学ぶ、古墳と水のマツリ」

世界文化遺産を目指す百舌鳥・古市古墳群の最新の調査、研究成果の中から水のマツリにか

かわる資料を取り上げ、百舌鳥・古市古墳群をはじめとする王権や周辺の集落でとりおこなわ

れた儀礼について紹介します。

学芸員解説講座

14：00～14：30

大阪府立近つ飛鳥博物館 特別展示室

夏季企画展　講演会

9：45 ～17：00（展示室の入館は10：00～16：30まで）

月曜日、ただし7/16（月 祝）は開館、7/17（火）は休館

大人430円（340円）、高校・大学生・65歳以上の方330円（260円）、中学生以下、
障がい者手帳をお持ちの方（介助者1名を含む）は無料。
（　）内は20名以上の団体料金

7/22（日）　「古墳時代の水のマツリと導水施設」　穂積裕昌氏（三重県埋蔵文化財センター）

8/5（日）　  「古代史からみた水のマツリ」　舘野和己（当館館長）

7/15（日）　「河内平野における馬のマツリ」　　　肥田翔子（当館学芸員）

8/26（日）　「古墳時代集落のマツリと階層構造」　廣瀬時習（当館総括学芸員）

9/2（日）　   「縄文・弥生時代の水のマツリ」　　　市村慎太郎（当館総括学芸員）

9/9（日）　   「埴輪に表現された儀礼」　　　　　  森本　徹（当館副館長兼学芸課長）

各日13：30～15：00 無料（要入館料）各200名（先着順）

無料（要入館料）

各200名（先着順）

当日10：00から受付で整理券を配布

夏季企画展　展示解説

14：00～15：00

近鉄長野線「喜志」駅または「富田林」駅下車、
金剛バス近つ飛鳥博物館行き終点下車、東へ600m。
南阪和自道車道[羽曳野東IC]から約15分、[太子IC]から約10分。駐車場有。　

大阪府立近つ飛鳥博物館 地階特別展示室

7/21（土）、8/4（土）・18（土）、9/1（土）

大阪府立近つ飛鳥博物館 0721-93-8321

7/21（土）～9/2（日）

7/28（土）

企画展 ひょうご五国のはじまりを探る
摂津・播磨・但馬・丹波・淡路の五国から成り立つ兵庫県。古墳時代の終わりから奈良・平安
時代の役所や古代寺院から出土した資料を中心に五国の始まりを探ります。

9：00～18：00（有料ゾーンへの入場は9：30～17：30まで）

月曜日（祝・休日の場合は翌平日）

大人200円、大学生150円、高校生以下無料、障害者手帳提示で本人半額、
介護者1名無料　※70歳以上の方は大人料金の半額

079-437-5589

不要 無料

楽しい古代体験いっぱいの夏まつり

12：30～15：30

JR山陽本線「土山」駅南出口から、『であいの道』徒歩15分

兵庫県立考古博物館

兵庫県立考古博物館

考古博 DE夏まつり

無料（要入館料）

7/21（土）～10/7（日）
市制施行70周年記念　夏季企画展
「日本の郷土玩具ー込められた人びとの思いー」

「郷土玩具」はその土地に根差した郷土色の強いものであり、その地域の信仰や宗教を
大きく反映したものが少なくありません。そんな「郷土玩具」を当館所蔵の全国各地の
資料を中心に展示し、当時の人びとの思いに迫ります。

月曜日、8/11（土 祝）、9/18（火）・25（火）

市制施行70周年記念　夏季企画展講演会「郷土玩具と信仰」
8/26（日）　「郷土玩具と信仰」　松迫　寿（当館学芸員）

泉佐野市立歴史館いずみさの

泉佐野市立歴史館いずみさの 072-469-7140

JR阪和線「熊取」駅から南海バス「市役所前」下車徒歩5分、またはJR阪和線
「日根野」駅下車徒歩20分、または南海本線「泉佐野」駅下車徒歩20分

9：00～17：00（入館は16：30まで） 無料

無料13：30～15：00 60名（先着順）

7/26（木）から受付。当館受付または、電話で。

※当日、15：20～16：00　展示解説を行います。

「夏休み特別企画」
①7/21（土）　「うちわをつくろう！」　台紙に好きな絵を描いて、オリジナルのうちわをつくります。
②8/4（土）・12（日）　「貯金箱をつくろう！」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　1回目で貯金箱を作り、2回目で好きな色を付けます。

①無料、②300円14：00～15：30

①材料がなくなり次第終了（未就学児は要保護者同伴）
②12名（両回とも参加できる方。未就学児は要保護者同伴）
①不要、②6/28（木）～7/28（土）に受付。当館受付または、電話で。

夏季特別展関連ワークショップ
①「青銅の祭器を鋳造しよう」
　　弥生時代のマツリの道具、銅鐸や銅鏡のミニチュアを特殊な金属を溶かして作ります。
②「銅鐸風鈴を作ろう」
　　石こうの銅鐸に絵を描いたり、色を塗ってオリジナルの風鈴にします。

8/19（日）

午前の部：10：00～12：00、午後の部：13：00～15：00

当日整理券配布。先着順。午前の部は9：30より、午後の部は12：30より配布。

①銅鐸1500円・銅鏡800円、
②100円

JR阪和線「信太山」駅下車、西へ約600m、
南海本線「松ノ浜」駅下車、東へ約1500m。

大阪府立弥生文化博物館 0725-46-2162

①午前・午後各 50 名
②計 200 名

大阪府立弥生文化博物館1階ホール

大阪府立近つ飛鳥博物館 0721-93-8321

古代の染物を体験しよう！
8/4（土） 大阪府立近つ飛鳥博物館 1階ロビー

ベンガラを用いて白い布を好みの色に染める体験です。

①11：00～12：00　②13：00～14：00 各回20名

実施申込不要。当日の10：00より整理券を配布。

500円

近鉄長野線「喜志」駅または「富田林」駅下車、
金剛バス近つ飛鳥博物館行き終点下車、東へ600m。
南阪和自道車道[羽曳野東IC]から約15分、[太子IC]から約10分。駐車場有。　

8/12（日）　

わくわくもずふる体験
8/4（土）　百舌鳥・古市古墳群を古墳アプリやクイズで楽しく学びます。

11：00～15：00 材料費一部有料

不要

不要無料13：30～15：30

なし

なし

大阪府立近つ飛鳥博物館　地階ホール

夏休みこども工作室

8

7/

7

8/

段

普

6/

本
り
そ

7/



にか

なわ

示室

ー）

料）

安

物館

バックヤード見学ツアー　こどもスペシャルツアー

8/8（水）

普段は見ることができない博物館の舞台裏で出土品整理を体験します。

13：30～15：30

当日13：00から受付 15名　対象：小学生（保護者同伴可）

要観覧券

ボランティアによる紙芝居『播磨の国お笑い道中記』他

クイズ＆スタンプラリー

考古博物館ボランティアによるオリジナル紙芝居

7/22（日）・29（日）、8/5（日）・12（日）・19（日）・26（日）、9/2（日）

13：00～13：30 無料

博物館の中を巡ってクイズに答えよう

7/21（土）・28（土）、8/4（土）・11（土祝）・18（土）・25（土）、9/1（土）

13：00～15：00

50名

要観覧券

当日先着順

079-437-5589

JR山陽本線「土山」駅南出口から「であいの道」徒歩15分

兵庫県立考古博物館

8/12（日）

対象：小学生以下（保護者同伴）20組

8/1（水）・8/22（水）・8/29（水）　①13：30～14：20　②14：30～15：20

当日13：00から受付

079-437-5589

無料

各回15名　対象：どなたでも

段ボールや廃パネルを使って、中に入って遊べるオリジナルな竪穴住居風の古代の家
を作ります。

13：30～15：00

当日13：00から受付

普段は見ることができない博物館の舞台裏をご案内します

JR山陽本線「土山」駅南出口から「であいの道」徒歩15分 要観覧券

兵庫県立考古博物館

兵庫県立考古博物館

古代の家を作ってあそぼう

バックヤード見学ツアー

6/9（土）～9/2（日） 辰馬考古資料館

夏季教室展「集められた　たからもの」

本開館40周年を迎え、館を設立した辰馬悦蔵が全国各地から集めたコレクションの成
り立ちについて取り上げます。ジャンルやテーマのつながりの薄い資料であっても、
それが収集者や館の特色・人となりにつながる点にも触れます。

10：00～16：30（入館は16：00まで） 月曜日（祝日の場合は翌日）

一般200円、敬老（65歳以上）・大学生100円

展示解説
7/21（土）、8/26（日）　当館学芸員による展示解説を行います。

各25名（先着順）各日10：30～11：00、15：00～16：00の2回開催

（公財）辰馬考古資料館

阪神本線「香櫨園」駅から北に徒歩2分、JR神戸線「さくら夙川」駅から徒歩7分
阪急神戸線「夙川」駅から南に徒歩10分

0798-34-0130

不要 要入館料

「大和を掘る36ー2017年度発掘調査速報展」
36回目となる今回は、2017年度に発掘調査された遺跡のなかから約30遺跡を選び、出土遺
物・調査写真パネルを展示いたします。奈良県における最新の発掘調査の成果を多くの方々
にご覧いただき、豊富な文化財を確認するとともに、奈良県の魅力を知っていただきたいと
思います。

月曜日、7/17（火）
一般400（350）円、高・大学生300（250）円、小・中学生200（150）円　
※（　）内は団体20名以上

速報展　「大和を掘る36」　土曜講座
7/21（土）　「御所市　中西遺跡」　　　　　　　　　 藤元正太（当研究所）
　　　　　「奈良市　東九条町（HJ第709次）」　　　  村瀨　陸氏（奈良市教育委員会）
　　　　　「桜井市　纏向遺跡第193次調査」　　　   森　暢郎氏（桜井市教育委員会）
　　　　　「ミニ企画　奈良県内の導水施設について」　青柳泰介（当博物館）
8/4（土）　  「橿原市　瀬田遺跡」　　　　　　　　　  森川　実氏（奈良文化財研究所）
　　　　　「河合町　九僧塚古墳」　　　　　　　　  吉村公男氏（河合町教育委員会）
　　　　　「上牧町　上牧久渡古墳群」　　　　　  　青木勘時氏（上牧町教育委員会）
　　　　　「大和郡山市　平城京跡・郡山城跡」　  　  岩越陽平（当研究所）
8/18（土）　「明日香村　小山田古墳」　　　　　　　  鈴木一議（当研究所）
　　　　　「明日香村　飛鳥寺西方遺跡」　　　　　  長谷川　透氏（明日香村教育委員会）
　　　　　「吉野町　宮滝遺跡」　　　　　　　　　  中東洋行氏（吉野町教育委員会）
　　　　　「大和郡山市　美濃庄遺跡ほか」　　　　  鈴木朋美（当研究所）
9/1（土）　  「奈良市　平城宮跡東院」　　　　　　　  小田裕樹氏（奈良文化財研究所）
                      「奈良市　平城京左京二条四坊十坪」　  　永野智子氏（奈良市教育委員会）
 　　　　　「大和郡山市　平城京南方遺跡」　　　　  十文字　健氏（大和郡山市教育委員会）
　　　　　「奈良市　興福寺旧境内・登大路瓦窯跡群」　齊藤　希（当研究所）

7/14（土）～9/2（日） 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

9：00～17：00（入館は16：30まで）

奈良県立橿原考古学研究所 講堂

各日13：00～16：00（開場は12：00）

無料

約300名

不要

近鉄橿原線「畝傍御陵前」駅下車、西へ徒歩約5分
近鉄南大阪線「橿原神宮前」駅下車、北へ徒歩約15分

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 0744-24-1185

子ども考古学講座「ハーバリウムづくり～お部屋に古代を飾ろう～」
詳細はHPでお知らせします。

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
（公財）由良大和古代文化研究協会 0744-24-1185

近鉄橿原線　「畝傍御陵前」駅下車、西へ徒歩約5分
近鉄南大阪線　「橿原神宮前」駅下車、北へ徒歩約15分

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館講座室ほか 10：00～15：00

無料 各日15名
対象：小学生４～６年生

事前申し込み必要
（詳細はHPで）

8/25（土）・26（日）

歴史に憩う橿原市博物館２階特別展示室
平成30年度　夏季企画展
「シアワセのカタチfrom Asuka・Fujiwara・Heijo」

今回の展覧会では、飛鳥・藤原・平城の京に暮らした人々のシアワセと、シアワセを手に入
れる方法、シアワセの歴史を紹介します。シアワセという、目に見えないものがどのような
カタチをしているのか、見に来ませんか？

関連講演会
8/4（土）　「シアワセのカタチ」　
　　　　　　　　　 松井一晃氏（橿原市教育委員会事務局文化財課統括調整員兼学芸係長）
9/1（土）　  「しあわせとは何かー『万葉集』から考えるー」　
　　　　　　　　　 井上さやか氏（奈良県立万葉文化館指導研究員）

7/21（土）～9/17（月 祝）

7/31（火）～8/5（日）は「歴史に憩う橿原市博物館メモリアルウィーク」のため観覧無料！

9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合は開館し、翌平日休館）
大人300円、高・大200円、小・中100円（30名以上は団体割引有）

近鉄橿原線「橿原神宮前」駅西出口より奈良交通バス「イオンモール橿原」または
「古作・観音寺」、「近鉄御所駅」行き『シルクの杜』バス停下車すぐ。

歴史に憩う橿原市博物館 0744-27-9681

シルクの杜教室3（博物館東隣） 各日10：30～12：00（9：30開場）

各70名（先着順） 無料

近鉄「橿原神宮前」駅西出口より奈良交通バス「イオンモール橿原」または「古作・観音寺」、
「近鉄御所駅」行き『川西』バス停下車すぐ。



香芝市二上山博物館・常設展示室

①「勾玉づくりにチャレンジ！」　②「銅剣づくりにチャレンジ！」

8/26（日）～9/30（日）

「サファイアさがしにチャレンジ！」

企画展「香芝文化財発掘速報2017‐2018」
市内遺跡の発掘調査で新たに出土した考古資料と市内所在文化財調査で確認した古文書
（史料）を紹介します。

9：00～17：00 月曜日（祝日の場合は翌日）

大人200円、学生150円、小人100円

公開講演会

香芝市二上山博物館・特別展示室

①8/26（日）　「古文書が語る香芝の歴史～市内所在文化財一般調査から～」
　　　　　　　　　　　　　吉田栄治郎氏[（公財）郡山城史跡・柳澤文庫保存会研究員]
②9/9（日）　  第1部　「史跡平野塚穴山古墳の調査成果」　
　　　　　　　　　　　　　下大迫幹洋（香芝市教育委員会生涯学習課）
　　　　　　第2部　「史跡平野古墳群と馬見古墳群ー葛城地域の王陵の謎を探るー」
　　　　　　　　　　　　　 泉森　皎氏（元奈良県立橿原考古学研究所附属博物館館長）

9：30～16：30（受付は15：30まで）

先着順

無料（要入館料）

夏休み期間中〔7/22（日）～8/26（日）〕の、毎週日曜日
二上山の砂の中からサファイア、ガーネット等の宝石を探します。

不要

①ふたかみ文化センター2階・第1～3会議室
②ふたかみ文化センター1階・市民ホール

①100名（当日先着順）
②300名（当日先着順）

不要①13：30～15：00　②13：30～16：00 資料代200円

①8/4（土）　②8/25（土）　ワークショップで勾玉と銅剣をつくります。

共通10：00～11：30、13：00～14：30、14：45～16：15

各時間帯20名まで

①勾玉セット（大400円、小300円）、②銅剣セット500円

7/1（日）～7/28（土）　※詳細は㏋でお知らせします。

近鉄大阪線「下田」駅下車、西へ徒歩約5分。
JR和歌山線「香芝」駅下車、西へ徒歩約8分。

香芝市二上山博物館 0745-77-1700

香芝市二上山博物館・特別展示室

①7/29（日）・ ②8/26（日）

平成30年度夏季企画展関連イベント

不要。当日、開始時刻に歴史に憩う橿原市博物館2階常設展示室に
集合してください。

8/5（日）　瓦に関する解説やクイズ、瓦の拓本体験、瓦作り体験、奈良まほろばカルタ大会

歴史に憩う橿原市博物館

両日13：30～14：30

無し　対象：小学生（要保護者同伴）。中学生も可

観覧料（保護者も必要です）

近鉄橿原線「橿原神宮前」駅西出口より奈良交通バス「イオンモール橿原」
または「古作・観音寺」、「近鉄御所駅」行き『川西』バス停下車すぐ。

歴史に憩う橿原市博物館 0744-27-9681

特定非営利活動法人奈良まほろばソムリエの会　歴史に憩う橿原市博物館　共催
夏休み家族体験教室2018「瓦で遊ぼう！」

9：30～12：00 400円（材料費）
20名（申込多数の場合は抽選）　
対象：小学生及び保護者（小学生のみの参加は不可）
往復はがきに参加者全員の氏名・年齢（大人は不要）・代表者の住所・電話番号・
イベント名を明記の上、歴史に憩う橿原市博物館（〒634-0826　橿原市川西町
858-1）まで。7/23（月）必着。

「レキシを好きになれるかも？小学生のための展示解説」

「色を育てる・染める・使う　シアワセのアイ染め Tシャツを作ろう」

両日9：30～12：00

各回30名　小学生以下は（要保護者同伴）、定員超過の場合は抽選

無料（要Tシャツ持参）

往復はがきに参加希望日、参加者全員の氏名・年齢（大人は不要）・代表者の住所・
電話番号・イベント名を明記の上、歴史に憩う橿原市博物館
（〒634-0826橿原市川西町858-1）まで郵送。7/23（月）必着。
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連続講座「岩橋千塚」
  「岩橋千塚古墳群と寺山古墳群」　川口修実氏（有田川町教育委員会）
「岩橋千塚の横穴式石室」　萩野谷正宏（当館主査学芸員）

13：30～15：30 資料代（要入館料） 30名（小学生以上）
7/13（金）13：00～電話受付

和歌山県立紀伊風土記の丘 資料館7/29（日）・8/25（土）

30名（先着順）、小学生以上 8/10（金）13：00～電話受付

館長講座②「須恵器の話あれこれ」
「須恵器生産のはじまり」　中村　浩（浩道）（和歌山県立紀伊風土記の丘館長）

13：30～15：00 資料代（要入館料）

JR和歌山線「和歌山」駅東口から和歌山バス〔紀伊風土記の丘〕行約20分、
JR和歌山線「田井ノ瀬」駅から徒歩約20分、阪和自動車道［和歌山IC］から約5分。

和歌山県立紀伊風土記の丘 073-471-6123

7/4（水）～9/3（月）
第82回企画展
「中国の風俗人形ー近代以降の土人形と黄楊人形ー」

20世紀前半につくられた中国の風俗人形(土人形、黄楊人形）は当時の生活文化を巧みに
表現しており、現在ではほとんど目にすることがなくなった職業や風習も多く含まれま
す。さまざまな風俗人形を通して、かつての中国の暮らしの一端に触れてみましょう。

7/10（火）・17（火）・24（火）、8/7（火）・13（月）～17（金）・21（火）・28（火）

JR万葉まほろば線・近鉄天理線「天理」駅下車、徒歩約20分。
西名阪自動車道[天理IC]より南へ約3㎞。※期間により駐車を制限する場合があります。

入館料のみ　※大人400円
各100名（当日先着順）
事前申込不要

「中国のおもちゃ・世界のおもちゃで遊ぼう」
8/1（水）・2（木）・3（金）　　　　　　　　　　　第82回企画展「中国の風俗人形ー近代以降の土人形と黄楊人形ー」
に合わせて、中国をはじめ各地のおもちゃで遊ぶコーナーを設けます。

不要

第82回企画展　関連イベント
7/7（土）　トーク・サンコーカン　「中国大陸でつくられた風俗人形」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：中尾徳仁（当館学芸員）
7/21（土）　記念講演会　「二次元・三次元で中国の文献を”読む”、”見る”」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：森田憲司氏（奈良大学名誉教授）

大人400円、小・中学生200円、（学校教育での入館は無料・要事前申し込み）
団体（20名以上）300円

各日13：30～（受付は13：00～）

天理大学附属天理参考館　2階ホール
なし無料（要入館料）10：00～12：00・13：00～15：00

天理大学附属天理参考館

9：30～16：30（入館は16：00まで）

天理大学附属天理参考館 0743-63-8414

天理大学附属天理参考館　研修室
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実践文化財学　講座編
元興寺文化財研究所・総合文化財センター

7/11（水）　「元興寺五重小塔の性格」　狭川真一（当研究所副所長）
8/8（水）  　「板絵智光曼荼羅の文化財科学」　高橋平明（当研究所統括研究員）・
　　　　　　　　　　　　　　植田直見（当研究所嘱託研究員）・韓　希姃（当研究所研究員）

7/11（水）・ 8/8（水）

「連続講座ー元興寺創建千三百年　その歴史と寺宝」

各日13：30～15：00 85名（先着順） 500円（レジメ代含む）

「お名前・連絡先・参加月日」を、電話でお申込みください。

近鉄奈良線「奈良」駅から徒歩15分、JR奈良線「奈良」駅から徒歩20分。

（宗）元興寺・（公財）元興寺文化財研究所 0742-23-1376（平日9：00～17：00）

元興寺創建千三百年記念企画「国宝禅室　屋根裏探検」
6/16（土）～7/16（月 祝）・10/13（土）～11/11（日） 元興寺境内「国宝禅室」屋根裏

9：00～17：00まで（毎時0分と30分より30分間、最終16：30）
10/13～11/11は9：15～16：45まで（毎時15分と45分より30分間、最終16：15）

1班10名（30分毎に入替） 1000円（別途、要拝観料）

お名前・ご住所・電話番号・ご希望日時・ご希望人数を電話でお伝えください。
なお、日時がご希望に添えない場合もございます。ご了承ください。
※先着順（満員になり次第終了）

奈良市観光センター　　☎　0742-22-3900（9：00～17：00）

718年に平城京に創建された元興寺は、日本最古の寺院である飛鳥寺をその前身とします。
現在の国宝本堂および禅室には飛鳥時代以来の多くの古材がそのまま使用されています。
今回の屋根裏探検では、日頃は人の目に触れることのない屋根裏で、建物の構造や、屋根を
支える部材をすぐそばで見学します。
ヘルメットをかぶり、懐中電灯を片手に、世界遺産・元興寺で、生きた歴史を感じてみま
せんか。

JR万葉まほろば線「京終」駅および奈良交通バス「南方町」下車、徒歩5分。

（公財）元興寺文化財研究所 0742-23-1376

  「
「
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学校には、教材として地域の人々から多くの土器や昔の道具類が寄贈され、活用されて
いた。本展では、その中でも地域の特徴がわかる道具を展示する。

①8/4（土）・5（日）　オリジナルハニワを作成します。
②8/11（土祝）・12（日）　ろう石製の勾玉を作成します。

ものづくり10：00開始、13：30開始の2回

和歌山県立紀伊風土記の丘 資料館7/21（土）～9/2（日）

夏期企画展「学校にあるたからものⅡ」

9：00～16：30
（入館は16：00まで） 月曜日（月曜日が祝日または休日の場合は次の平日）

一般190円（150円）、大学生90円（70円）。（　）内は20名以上の団体料金。
高校生以下、65歳以上、障がい者、県内在学中の外国人留学生は無料（要証明証）

夏休みモノづくり体験（ハニワ・勾玉）

各回100名

①350円、②300円（要入館料） 当日受付

JR和歌山線「和歌山」駅東口から和歌山バス〔紀伊風土記の丘〕行約20分、
JR和歌山線「田井ノ瀬」駅から徒歩約20分、阪和自動車道［和歌山IC］から約5分。

和歌山県立紀伊風土記の丘 073-471-6123

7/13（金）　「はじかみの海人ーその生業と黄泉の世界ー」　冨加見泰彦（当館職員）

フカミンのおしゃべり考古学

13：30～15：00 資料代（要入館料）

30名（15歳以上）当日受付

7/14（土）～8/26（日）

夏のコーナー展示「和歌山城天守閣　焼失」
和歌山城天守閣は2度の焼失と再建を繰り返し、現在に至ります。本展では、1度目の落雷に
よる焼失と再建、2度目の空襲による焼失に関する資料を展示します。空襲で焼けた天守閣
の瓦や土塀等も展示します。

和歌山城天守閣　多門展示コーナー

9：00～17：30（入館は17：00まで）

大人410円、小・中学生200円

8/4（土）のみ17：00以降閉館

和歌山バス「公園前」下車徒歩15分

和歌山城天守閣 073-422-8979

物館

共催

町

・

滋賀県立安土城考古博物館　「寺と城ー近江の瓦ー」 12/2まで滋賀県立安土城考古博物館　「キミそっくりな古代人がいたよー原始・古代の人物表現ー」

12/9まで滋賀県立安土城考古博物館　「近江八幡市内遺跡発掘調査成果展」
10/21まで

11/25まで京都市考古資料館　「お公家さんのうつわー京都御苑出土の古伊万里を中心にー」
10/8まで向日市文化資料館　「埋（うず）もれた文字～長岡京の墨書土器～」 12/9まで向日市文化資料館　特別展「向日神社」

11/30まで長岡京市立埋蔵文化財調査センター　特別企画展「勝龍寺城」9/23まで
京都府立山城郷土資料館　
「発掘された京都の歴史2018」

9/30まで
「重要文化財「湯舟坂2号墳
出土双龍環頭大刀」」 1/21まで大阪歴史博物館　「新発見！なにわの考古学2018」

12/16まで大阪府立弥生文化博物館　「発見！古代エジプトー7つのひみつと最新エジプト研究ー」

9/23まで
八尾市立埋蔵文化財調査センター　
「八尾を掘る」平成29年度市内発掘調査成果展

八尾市立埋蔵文化財調査センター　「やおの弥生時代（前～中期）－弥生文化の導入と集落の広がりー」
泉佐野市立歴史館いずみさの　「日本の郷土玩具ー込められた人びとの思いー」

12/2まで大阪府立近つ飛鳥博物館　「4世紀のヤマト王権と対外交渉ー東アジア情勢と古墳の変化ー」
10/7まで 泉佐野市立歴史館いずみさの　「祈りと願いと信仰と（仮）」 12/23まで

2/15まで
12/2まで兵庫県立考古博物館　「装飾大刀と日本刀ー煌めきの刀剣文化－」
12/2まで辰馬考古資料館　「コレクションが語るもの」

11/25まで奈良県立橿原考古学研究所附属博物館　「古代の輝きー日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅱー」
11/26まで天理大学附属天理参考館　「華麗なるササン王朝ー正倉院宝物の源流ー」9/17まで

歴史に憩う橿原市博物館　
「シアワセのカタチfrom Asuka・Fujiwara・Heijo」

11/11まで真言律宗 元興寺・法輪館　「大元興寺展」
12/9まで香芝市二上山博物館　「二上山麓と三輪山麓の考古学～古代大和・東西の歴史と文化～」

11/4まで和歌山城天守閣　「和歌山城天守閣　再建」
10/21まで和歌山市立博物館　「お殿様の宝箱ー南葵文庫と紀州徳川家伝来の美術ー」

12/2まで
12/2まで

和歌山県立紀伊風土記の丘 資料館　「黒潮の海に糧をもとめてー古墳時代の海の民とその社会ー」
田辺市立歴史民俗資料館　「和歌山県内埋蔵文化財調査成果展－紀州のあゆみ」

※お出かけ前には必ず【各施設】のお問い合わせ先、あるいは【ホームページ】でご確認下さい。

秋のイベント情報秋のイベント情報

滋賀県立安土城考古博物館　「重要文化財指定記念　長命寺文書展」

10/14まで
京都府立丹後郷土資料館　
「発掘された京都の歴史2018」

9/24 まで

京都府立丹後郷土資料館

8/6（月）

休館日の博物館を探検しよう
力士像埴輪など、むかしのものがたくさん展示されている博物館のバックヤードをご案内します。

和歌山市立博物館

和歌山市立博物館 073-423-0003

14：00～15：30 無料 30名（先着順、小学1年生～中学3年生）
住所・氏名・年齢・郵便番号を明記の上、ハガキ・Eメールまたは、直接来館で。
8/1（水）まで（必着）。
南海電鉄「和歌山市」駅から南西へ歩いて約5分。

上）

館

」
に
ま

す。

形ー」

考館

和歌山市立博物館7/14（土）～8 /26 （日）

特別展「和歌山城再発見！」

重要文化財　紀伊大谷古墳出土　馬冑の実物展示（通常はレプリカ展示）。
その他の紀伊大谷古墳出土遺物は、約2か月ごとに実物を展示替えしています。

9：00～17：00（入館は16：30まで）

一般100円（特別展示7/14～8/26は400円）高校生以下は無料

南海本線「和歌山市」駅から南西へ歩いて約5分。

和歌山市立博物館 073-423-0003

特別公開「重要文化財　馬冑の実物展示」
7/24（火）～9/2（日）

　　　　　　　　　空襲によって焼失した天守閣が再建されてから、今年で60年を迎えます。
江戸時代の和歌山城は、現在の市役所がある三ノ丸を含む広大な城で、政治と文化の中心と
なってきました。本展では、近世の和歌山城に関する資料を展示し、和歌山城の歴史と文化を
明らかにします。

2階　特別展示室

1階　常設展示室

月、祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は開館、翌日休館）

7/14（土）～8/26（日） わかやま歴史館2階展示室

　夏の企画展示「和歌山城の近代ー明治維新以降のお城と城下町ー」
明治に入ると、和歌山城や城下町の姿は大きく変わりました。今回の展示では、その様子を
地図や絵葉書を通じて紹介します。

9：00～17：30（入館は17：00まで）

和歌山城整備企画課 073-435-1044

無し
大人100円、小・中学生無料和歌山バス「市役所前」下車徒歩すぐ

「和歌山県内文化財調査報告会ー地宝のひびきー」
  「古墳時代の集落ー田屋遺跡の発掘調査」　　　金澤　舞〔(公財)和歌山県文化財センター〕
「古代の掘立柱建物群－粟島遺跡の発掘調査」　森原　聖氏（紀の川市教育委員会）
「伝承が明らかとなった中世の館跡ー東城跡の発掘調査」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田　弘〔(公財)和歌山県文化財センター〕
「姿を現した武士の館ー藤並城跡の発掘調査」川口修実氏（有田川町教育委員会）
「紀州藩付家老安藤家・水野家上屋敷跡ー和歌山城跡三の丸の発掘調査」
　　　　　　　　　　　井馬好英氏・藤藪勝則氏〔(公財)和歌山市文化スポーツ振興財団〕
「金剛峯寺境内出土の地鎮・鎮壇具ー新指定の考古資料ー」
　　　　　　　　　　　田中元浩氏(和歌山県教育委員会)・鳥羽正剛氏（高野山霊宝館）

13：00～16：30 無料 99名（当日先着順）不要

きのくに志学館（和歌山県立図書館）講義・研修室7/14（土）

和歌山バス「高松」下車、徒歩5分。阪和自動車道〔和歌山IC〕より約15分

（公財）和歌山県文化財センター 073-472-3710
分、

職員員））
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ガラシャ祭2018　オープニングイベント講演会
11/3（土祝）

300名（予定）

長岡京ガラシャ祭実行委員会事務局 075-959-1299 

13：00～15：00

長岡京市立総合交流センター（バンビオ1番館）3階メインホール

「応仁の乱と乙訓（仮）」　呉座勇一氏（国際日本文化研究センター助教）

未定

未定 JR京都線「長岡京」駅西口下車、徒歩2分

9/1（土）～10/8（月 祝）

「埋（うず）もれた文字～長岡京の墨書土器～」
長岡京出土の墨書土器は、木簡とともに平城京に次ぐ全国二位の出土点数を占め、長岡京と
同時代の資料として文献史料と肩をならべうる潜在的価値を有しています。そこで、設立30
周年記念事業は、墨書土器に焦点をあててその全容を把握し、文字資料から何がわかるのか
を解き明かします。　　※同時開催『調査研究成果展2018』

9/3（月）・4（火）・10（月）・18（火）・19（水）・25（火）、10/1（月）・2（火）

　9/29（土）　「土器に文字を書くこと」　吉川真司氏（京都大学教授）

「埋（うず）もれた文字～長岡京の墨書土器～」記念講演会

向日市文化資料館

10：00～18：00 無料

（公財）向日市埋蔵文化財センター 075-931-3841

JR京都線「向日町」下車、徒歩15分。阪急京都本線「東向日」駅下車、徒歩8分

向日市文化資料館二階 研修室 14：00～16：00

80名（先着順） 無料 不要

11/1（木）～30（金）

特別企画展「勝龍寺城」
戦国時代末期、京の守りとして築城された勝龍寺城には、当時の最新技術が用いられました。
発掘調査の成果から、その構造を解明します。

平日8：30～17：00（土・日・祝日は10：00～16：00）

長岡京市立埋蔵文化財調査センター

無料

会期中は無休

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622

缶バッジプレゼント企画2018
10/1（月）～12/28（金）　継体大王の弟国宮遷都1500年記念のロゴバッジと、勝龍寺城の3種
類のバッジから1点差し上げます。

阪急バス美竹台方面行、奥海印寺方面行「明神前」下車すぐ

無料

土曜、第2・4以外の日曜、祝日。
11月の特別企画展中は無休

平日8：30～17：00
第2・4日曜10：00～16：00

9/19（水）～10/21（日）

特別陳列「重要文化財指定記念　長命寺文書展」関連講座
①10/13（土）　「重要文化財　長命寺文書の世界」　藤田励夫氏（文化庁主任文化財調査官）
②9/29（土）　「ギャラリートーク」　高木叙子（当館学芸員）

滋賀県立安土城考古博物館

9：00～17：00（入館は16：30まで）

月曜日（10/8（月祝）は開館、10/9（火）は休館）

未定

JR東海道本線「安土」駅から徒歩25分、レンタサイクル10分、
名神[蒲生SIC]から25分、[竜王IC]・[八日市IC]から30分。駐車場有

滋賀県立安土城考古博物館 0748-46-2424（9:00～17：00）

10/20（土）～12/2（日）　縄文時代から古墳時代の人物表現に焦点を当てて、時代ごとの表現の
方法の違い、一方で連続性の有無、そしてそれらがどのように確立されたのかを明らかにします。

特別陳列「重要文化財指定記念　長命寺文書展」

9：00～17：00（入館は16：30まで） 9/25（火）、10/1（月）・9（火）・15（月）
大人450円・高大生300円（～9/24（月振）は企画展料金）

①13：30～、②13：30～・15：00～

①140名（先着順）、②無し ①200円、②無料（要入館料）

不要

近江八幡市内遺跡発掘調査成果展
10/2（火）～12/9（日）　望楼下特設ケース　近江八幡市教育委員会による近年の発掘成果を
中心に、近江風土記の丘周辺の遺跡を紹介します。

第2常設展示室　長命寺（近江八幡市）には、寺院活動にかかわる平安時代以来の古文書が伝
わります。これら4567点と「長命寺参詣曼荼羅1幅3舗」「勧心十界曼荼羅2舗」が、このたび国
の重要文化財に指定されました。それを記念して披露します。

平成30年度秋季特別展

「キミそっくりな古代人がいたよ－原始・古代の人物表現ー」

大人450円・高大生300円

秋季特別展関連講演会・講座
9：00～17：00（入館は16：30まで） 月曜日

①10/27（土）　秋季特別展記念トークショウ　「縄文人と土偶（仮）」　
　　　　　　　　　　　　　譽田亜紀子氏（ライター）　　聞き手　福西貴彦（当館学芸員）
②11/17（土）　「人物埴輪のイレズミと岩橋千塚（仮）」　瀬谷今日子氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（和歌山県立紀伊風土記の丘資料館主査学芸員）
③12/2（日）　「古墳時代以降の人物表現（仮）」　和澄浩介氏（滋賀県立近代美術館学芸員）

13：30～ 各140名（先着順）

①500円、②・③200円 不要

11/3（土 祝）　「土偶をもっと知ろう」　　　福西貴彦（当館学芸員）
11/10（土）　   「木偶をもっと知ろう」　　　濱　修氏〔元（公財）滋賀県文化財保護協会〕
11/24（土）　   「人物埴輪をもっと知ろう」　辻川哲朗氏〔（公財）滋賀県文化財保護協会〕

13：30～ 140名（先着順） 200円 不要

入門講座

大人の考古学体験講座
①10/21（日）　骨角器製作体験、②11/11（日）　勾玉製作体験、③11/23（金 祝）石器製作体験

①10/20（土）　かんたん織物体験、②11/3（土 祝）　勾玉製作体験

13：30～ 8名（先着順）　対象：中学生以上
①1500円、②1000円、③2000円要申込。電話もしくはメールにて。

（公財）滋賀県文化財保護協会 077-548-9780（8:30～17：00）

滋賀県埋蔵文化財センター10月・11月

JR東海道本線「瀬田」駅下車、滋賀医大行バス、「文化ゾーン前」下車徒歩5分。駐車場有。
滋賀県埋蔵文化財センター 077-548-9681（8:30～17：00）

①10：00～（随時）、②10：00～ ①無し、②20名（先着順）
①無し、②500円 ①無し、②9/15（土）～電話のみ受付

体験講座

10/20（土）～12/9（日）

特別展「向日神社」

向日市の市名の由来ともなった向日神社の歴史と文化を紹介する特別展を開催します。
　　　　※会期中、記念講演会があります。　※詳細はHPでお知らせします。

10/22（月）・29（月）、11/1（木）・5（月）・12（月）・19（月）・26（月）、12/3（月）・4（火）

075-931-1182向日市文化資料館

向日市文化資料館

10：00～18：00（入館は17：30まで） 無料

阪急京都本線「東向日」駅下車、徒歩約8分。
JR東海道線「向日町」駅下車、徒歩約15分。

9/8（土） 長岡京市立中央公民館2階　講座室

調査成果報告会「最近の発掘調査成果から」
平成29年度の発掘調査から、主な成果報告と出土遺物の展示を行います。
講師　福家　恭（当財団職員）

14：00～16：00 60名（先着順） 無料

不要

第68回文化財講演会
「古墳時代後期の乙訓地域について（仮）」　菱田哲郎氏（京都府立大学教授）

長岡京市立産業文化会館　大会議室

14：00～16：00 100名（先着順）不要

阪急京都本線「長岡天神」駅南詰踏切から東へ250m。
JR京都線「長岡京」駅西口から西へ700m。

10/13（土）

阪急京都本線「長岡天神」駅から西へ徒歩6分。
JR京都線「長岡京」駅から阪急バス「開田」下車すぐ

無料

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622

特別展示「細川藤孝の古文書」
昨年6月発見された、細川藤孝書状を特別に展示します。

無料

JR京都線「長岡京」駅下車、東口から南へ500m

長岡京市教育委員会生涯学習課 075-954-3557

勝竜寺城公園2階展示室

9：00～14：00（予定）

11/11（日）



80名

文化財講演会

「新視点　北山殿・金閣寺ー南池跡の調査成果からー」

11/17（土） 京都市生涯学習センター（京都アスニ－）

アスニ－京都学講座
9/29（土）　京都市考古資料館文化財講座
　　　　　「発掘調査速報②　平安京右京三条三坊五町の大邸宅」　山本雅和

13：00～16：30（受付12：30～）※詳細は後日ホームページでお知らせします。

無料 不要 当日先着400名

14：00～16：00（受付13：30～） 無料

200名

当日先着順

京都市考古資料館 075-432-3245

京都市バス・京都バス・JRバス「丸太町七本松」下車すぐ、
市バス「千本丸太町」下車徒歩5分

9/23（日 祝）

※詳細は後日ＨＰでお知らせします。 無料

京都市考古資料館 075-432-3245

京都市考古資料館 3階貴賓室

第16回西陣伝統文化祭「千両が辻」

京都市バス・京都バス・JRバス「丸太町七本松」下車すぐ、
市バス「千本丸太町」下車徒歩5分

未定

　「現地講座」　　　※詳細は後日ＨＰでお知らせします。

文化財講座

無料

当日先着順

京都市考古資料館 075-432-3245

京都市バス・京都バス・JRバス「丸太町七本松」下車すぐ、
市バス「千本丸太町」下車徒歩5分

10/未定

9/1（土）、10/20（土）、11/3（土 祝） （公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター  研修室

秋の考古学講座
9/1（土）　　  　　  「丹波の古代寺院と瓦」　浅田洋輔（当センター調査員）
10/20（土）　　 「上京惣構の実像をさぐる」　綾部侑真（当センター調査員）
11/3（土 祝）　  「南山城地域の横穴式石室墳」　竹村亮仁（当センター調査員）

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

各日10:00～11：30 無料 各30名（先着順）

各講座、往復はがきでお申し込みください。

阪急京都線「東向日」駅から徒歩8分、JR東海道線「向日」駅から徒歩15分

075-933-3877

9/23（日 祝）、10/21（日）

京都市上京区にあった安土桃山時代に豊臣秀吉が建造した聚楽第の跡地を巡ります。

京都市考古資料館

遺跡　見て歩き

京都市考古資料館 075-432-3245

15名（最小催行人数5名）無料

※小雨決行（京都市南部に警報発令の場合は中止）

9/23（日 祝）　第3回「聚楽第を見て歩き」

10/21（日）　第4回「平安宮を見て歩き」

京都市上京区を中心に平安時代に造営された平安宮の跡地を巡ります。

内野（大極殿）公園（上京区千本通丸太町上ル西入ル小山町）

事前に要申込。考古資料館受付へ直接、または電話。

京都市バス「今出川大宮」下車すぐ、「堀川今出川」下車西へ徒歩5分。

京都市バス「千本丸太町」下車すぐ。

10：00～12：00

13：30～15：30

10/31（水）～平成31年 1/21（月）

特集展示「新発見！なにわの考古学2018」
2017年度を中心とする大阪市内の主な発掘調査成果を、出土品とパネル等で展示します。

大阪歴史博物館

地下鉄「谷町四丁目」駅⑨号出口。大阪シティバス「馬場町」バス停前。

大阪歴史博物館 06-6946-5728

9：30～17：00（入館は16：30まで）
大人600円、高・大学生400円
中学生以下・市内在住65歳以上・障がい者手帳をお持ちの方は無料

毎週火曜日、12/28（金）～1/4（金）

金曜歴史講座
10/5（金）　   「梅田墓を掘る」　　　　　　　　　岡村勝行（大阪文化財研究所学芸員）
10/12（金）　「マジョリカ陶器の栄枯盛衰物語」　松本啓子（大阪文化財研究所学芸員）
10/19（金）　「岩手の景色と黒ボク土層ー3.11震災復興にかかわる発掘調査に参加してー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   趙　哲済（大阪文化財研究所学芸員）

大阪文化財研究所　金曜歴史講座係 06-6943-6833
地下鉄「谷町四丁目」駅⑨号出口。大阪シティバス「馬場町」バス停前。

18：30～19：45
無料 各250名（先着順）当日18：00～受付

未定 高安コミュニティーセンター

資料館歴史講座「奈良時代の仏教を学ぼう」
10月～3月まで6回講座　　※詳細は後日ホームページを参照

各日13：30～15：00

八尾市立歴史民俗資料館 072-941-3601
近鉄信貴線「服部川」駅下車、徒歩10分

各60名

資料代200円当日先着順

※八尾市立歴史民俗資料館は、空調設備工事のため、9/1（土）～2/28（木）まで休館。

9/15（土） 八尾商工会議所 3階中会議室他

各会場へ問合せ

歴史ハイキング「紅葉色づく吹田の史跡を歩く」
※詳細は後日HP等でおしらせ。

八尾市立歴史民俗資料館 072-941-3601

河内木綿まつり

10：00～16：00（予定）

※雨天決行

体験する場合は有料

近鉄南大阪線「八尾」駅下車、徒歩10分

10：00～15：00（予定）

20名（予定）

11/1（木）～11（日）、電話。FAXで申込。

資料代200円（その他実費）

※少雨決行

※詳細は後日HP等でおしらせ。

11/18（日）

大阪歴史博物館４階講堂

9/5（水）～23（日 祝） 京都府立山城郷土資料館

京都府立山城郷土資料館

9：00～16：30 一般200円、小・中学生50円

毎週月曜日〔9/17（月祝）開館、翌18（火）休館〕

JR奈良線「上狛」駅下車、徒歩20分

巡回展「発掘された京都の歴史2018」

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター、各市町教育委員会等によって数多くの発掘調査が
毎年行われ、多くの成果があげられています。この企画展では、平成29年度に行われた発掘調査
や整理作業による最新の主な成果を、出土した遺物や写真パネルで紹介します。
京都府と（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター共催事業。

0774-86-5199

9/15（土）～9/30（日） 京都府立丹後郷土資料館
特別陳列
重要文化財「湯舟坂2号墳出土双龍環頭大刀」

重要文化財に指定されている「湯舟坂2号墳出土双龍環頭大刀」を展示します。

文化財講座
9/29（土）　「丹後地域と環頭大刀」　
　　　　　　　　　　　　菅　博絵〔（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター〕

無料（要入館料）

9：00～16：30 9/18（火）・25（火）

13：30～15：00

詳細はHPでお知らせします。

京都府立丹後郷土資料館 0772-27-0230

9/29（土）～10/14（日）

巡回展「発掘された京都の歴史2018」

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター、各市町教育委員会等によって数多くの発掘調査が
毎年行われ、多くの成果があげられています。この企画展では、平成29年度に行われた発掘調査
や整理作業による最新の主な成果を、出土した遺物や写真パネルで紹介します。
   京都府と（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター共催事業

一般200円、小・中学生50円（団体割引、学校活動等は要確認）

9：00～16：30 毎週月曜日（ただし、10/8（月祝）は開館し、9（火）は休館）

京都丹後鉄道「天橋立」駅・「岩滝口」駅から丹海バス
（経ケ岬・蒲入・伊根方面行き）で「丹後郷土資料館」下車、すぐ。

会
ール

と
30
か

会

料館

た。

ー

3種

無料

議室

室



10/20（土）～12/23（日 祝）
市政施行70周年記念　秋季特別展
「祈りと願いと信仰と（仮）」

古来より泉佐野には様々な信仰が根付いていました。そこには漁業・農業の豊作、家の発展・
安泰などに対する祈り・願い、山や水に対する信仰などが存在しました。展示では、様々な場
面の人びとの思いを取り上げ、祈り・願い・信仰の3つのテーマに分けて紹介します。

泉佐野市立歴史館いずみさの

月曜日、11/3（土 祝）、11/23（金 祝）

9：00～17：00（入館は16：30まで） 無料

泉佐野市立歴史館いずみさの 072-469-7140

JR阪和線「熊取」駅から南海バス「市役所前」下車徒歩5分、またはJR阪和線
「日根野」駅下車徒歩20分、または南海本線「泉佐野」駅下車徒歩20分

秋季館長講演会「遷宮から遷都へー飛鳥・難波・近江の都を比べてー」

土曜れきし館ワークショップ「張り子のおもちゃをつくろう！」

秋季特別展開催記念講演会「泉州のまじないと信仰」

13：30～15：00 60名

無料

10/10（水）から当館受付または電話で
13：30～15：00 60名

14：00～15：30 材料が無くなり次第終了
※未就学児は要保護者同伴
無料不要

10/20（土）　講師：田邉征夫（当館館長）

11/10（土）　講師：細田慈人（当館学芸員）

無料

９/20（木）から当館受付または電話で

9/15（土）　張り子で起き上がり小法師を作ります。

秋季企画展　「やおの弥生時代（前～中期）
　　　　　　　　　ー弥生文化の導入と集落の広がりー」

八尾市内を中心とした弥生時代（前～中期）の集落を通じて、生活の変化や当時の中河内の
社会情勢を考えます。

「秋季企画展」　関連講演会
10/28（日）　「弥生時代の金属器－八尾市域出土の銅鐸について－」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村公助（当センター学芸担当）

9/27（木）～平成31年2/15（金）

9：00～17：00
無料

土・日・祝、12/29（土）～平成31年1/3（木）、
ただし、10/28（日）、平成31年1/20（日）は開館

八尾市立埋蔵文化財調査センター 072-994-4700

近鉄大阪線「八尾」駅下車、
近鉄バス住道・萱島行「西郡西口」下車、北東へ徒歩約2分

資料代200円30名（先着順）13：30～15：00 不要

八尾市立埋蔵文化財調査センター

9/1（土)9：30より電話で受付。

10/13（土） 大阪府立弥生文化博物館

「ミイラの制作教室」
古代エジプトで行われていたミイラづくりを体験しよう！（人形を使った体験です）

A10：00～10：50　B11：10～12：00 無料（但し入館料が必要）

10名（事前申込）

「関西文化の日withエジプトワークショップ」
11/17（土）

10：00～15：00 無料

JR阪和線「信太山」駅下車、西へ約600m、
南海本線「松ノ浜」駅下車、東へ約1500m。

大阪府立弥生文化博物館 0725-46-2162

※詳細はHPでお知らせします。

博物館やNPOの多彩なワークショップが並びます。新しい気づきと楽しい学びの場。

「あなただけのウシェブティ」
12/8（土）　ウシェブティとは、死後の世界であなたのために働いてくれる小さな人物像。
色を塗ってあなただけのウシェブティを作ろう！

9/1（土)9：30より電話で受付。

10：00～11：30 無料（但し入館料が必要）

30名（事前申込）

特別展
「装飾大刀と日本刀－煌めきの刀剣文化－」

遺跡から出土した弥生時代から江戸時代の刀剣などを主な資料として、日本人の愛した刀剣
の歴史をたどります。

9：00～17：00（有料ゾーンへの入場は9：30～16：30まで）

月曜日（祝・休日の場合は翌平日）

大人500円、大学生400円、高校生以下無料、障害者手帳提示で本人半額、
介護者1名無料　※70歳以上の方は大人料金の半額

10/6（土）～12/2（日）

特別展　「装飾大刀と日本刀」　講演会

兵庫考古学研究最前線2018
9/15（土）　「江戸時代における円山川・市川高瀬通船近回り輸送計画」　
　　　　　　　　　　　　　　  松井良祐（当館学芸員）
9/22（土）　「発掘！兵庫の城館」　山上雅弘（当館学芸員）

10/6（土）　「装飾大刀からたどる倭と古代朝鮮諸国とのかかわり」　
　　　　　　　　　　金　宇大氏（京都大学白眉センター特定助教）
10/20（土）　「金と銀の大刀からみた兵庫の古代」　豊島直博氏（奈良大学文学部准教授）
10/27（土）　「日本刀への過程と比較史」　
　　　　　　　　　　津野　仁氏（とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター副主幹兼課長）
11/24（土）　「中世の日本刀と拵」　川見典久氏（黒川古文化研究所研究員）

兵庫県立考古博物館

13：30～15：00（開場12：50） 無料 120名（先着順）

当日受付 JR山陽本線「土山」駅南出口から『であいの道』徒歩15分

079-437-5589

一般650円、65歳以上・高大生450円

9/24（月 振）～12/16（日） 大阪府立弥生文化博物館 特別展示室
秋季特別展
「発見！古代エジプト－7つのひみつと最新エジプト研究ー」

ピラミッドやスフィンクス、巨大な建造物を残した古代エジプト文明は、未だ多くの謎をはらみ、
人びとを魅了している。発掘は19世紀以降、ヨーロッパ各国が進めてきたが、1954年の日本オリ
エント学会発足以来、我が国においても発掘参加などが進められてきた。本展では古代オリエン
ト博物館の協力のもと、国内の古代エジプト資料を「古代エジプト7つのひみつ」として紹介する。
また、近年進められている先進の測量機材や周辺科学を用いた分析手法など、最新の研究成果
と見通しについても紹介、エジプト学の未来を展望する。

JR阪和線「信太山」駅下車、西へ約600m、
南海本線「松ノ浜」駅下車、東へ約1500m。
大阪府立弥生文化博物館 0725-46-2162

9：30～17：00（入館は16：30まで）

月曜日（月曜日が祝 休日の場合は開館、翌火曜日が休館）

秋季特別展講演会・講座
「発見！古代エジプトー7つのひみつと最新エジプト研究」

文化の日特別講演会　11/3（土 祝）　演者未定
秋季特別展講座　
10/13（土）　「エジプト神話のひみつ」　田澤恵子氏（古代オリエント博物館）
11/17（土）　「エジプト学のみらいー私たちのエジプト研究」　
　　　　　　　清水麻里奈氏（名古屋大学）、鎌田啓輔氏（東海大学）、岩本尚教氏（近畿大学）
12/8（土）　「古代金属利用のひみつ」　津本英利氏（古代オリエント博物館）

14：00～16：00

各170名（当日先着順）

無し（要入館料）

開館時より整理券配布

大阪府立弥生文化博物館 1階ホール

しょうくん ひねのちゃん

10/6（土）～12/2（日） 大阪府立近つ飛鳥博物館 特別展示室

秋季特別展　「4世紀のヤマト王権と対外交渉
　　　　　　　ー東アジア情勢と古墳の変化ー」

古墳時代前期にあたる3世紀中頃から4世紀後半の東アジア情勢を振り返るとともに、列島
各地の古墳の副葬品などを通して築造動向の変化など古墳時代を東アジア史の中で考えます。

秋季特別展　講演会
※詳細はHPでお知らせします。

大阪府立近つ飛鳥博物館 0721-93-8321

9：45 ～17：00（展示室の入館受付は10：00～16：30まで）

月曜日、ただし10/8（月 祝）は開館、10/9（火）は休館
大人650円（520円）、高校・大学生・65歳以上の方450円（360円）、中学生以下、
障がい者手帳をお持ちの方（介助者1名を含む）は無料。
（　）内は20名以上の団体料金

大阪府立近つ飛鳥博物館 地階ホール

無料（要入館料）各200名（先着順）
当日10：00から
受付で整理券を配布近鉄長野線「喜志」駅または「富田林」駅下車、

金剛バス近つ飛鳥博物館行終点下車、東へ600m。
南阪和自道車道[羽曳野東IC]から約15分、[太子IC]から約10分。駐車場有。　

13：30～15：00
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10/27（土）～12/9（日）
平成30年度特別展
「二上山麓と三輪山麓の考古学～古代大和・東西の歴史と文化～」

二上山麓と三輪山麓から出土した考古資料を通じて、奈良盆地東西の歴史と文化について
比較検討します。

特別展記念講演会
①10/28（日）　「葛城とヤマト王権」　塚口義信氏（堺女子短期大学名誉学長）
②11/3（土 祝）　  「三輪山麓の祭祀遺跡とヤマト王権」　
　　　　　　　　　　　　　　　  寺澤　薫氏（桜井市纏向学研究センター所長）
公開講演会
③11/11（日）　「二上山と三輪山～万葉集にみる大和の西東～」
　　　　　　　　　　　　　　　 井上さやか氏（奈良県立万葉文化館指導研究員）
特別展シンポジウム　司会：松田真一（当館館長）
④11/24（土）「二上山麓と三輪山麓の考古学」　千賀　久氏（葛城市歴史博物館館長）、
　橋本輝彦氏（桜井市教育委員会文化財課課長)、下大迫幹洋（香芝市教育委員会生涯学習課）

①～③14：00～15：30　④13：00～16：10
各300名（先着順）

不要

特別展記念講演会、公開講演会、特別展シンポジウム

ふたかみ文化センター1階・市民ホール

香芝市二上山博物館・特別展示室

香芝市二上山博物館

9：00～17：00（入館は16：30まで）
一般350円、高・大学生200円、
小・中学生150円

近鉄大阪線「下田」駅下車、西へ徒歩約5分。
JR和歌山線「香芝」駅下車、西へ徒歩約8分。

月曜日（祝日の場合は翌日）
資料代200円

0745-77-1700

元興寺創建千三百年記念　講演会

「未来に受け継ぐ、元興寺の信仰・伝承・文化財」
第1部　「元興寺のオニの伝説」　　講演　逢香氏（妖怪書家）
　　　　　　　　　妖怪トーク　逢香氏、角南聡一郎（当研究所総括研究員）
第2部　「元興寺の歴史と信仰」    　 講演　西山　厚氏（帝塚山大学教授）
　　　　　　　　　トークセッション　西山　厚氏、狭川真一（当研究所副所長）

参加費1000円

ならまちセンター・市民ホール9/15（土）・29（土）

12：30～16：30 各250名（先着順）

元興寺創建千三百年記念 シンポジウム「古代・中世の元興寺（仮）」
9/29（土）　講演1　東野治之氏（武田科学振興財団杏雨書屋館長）
　　　　　講演2　上原真人氏（辰馬考古資料館館長・京都大学名誉教授）
　　　　　講演3　横内裕人氏（京都府立大学文学部教授）
　パネルディスカッション　東野氏、上原氏、横内氏・司会：藤澤典彦氏（元大阪大谷大学教授）

参加費1000円13：00～16：30 各250名（先着順）

「お名前・連絡先・参加月日」を、電話でお申込みください。

奈良市観光センター　　☎　0742-22-3900（9：00～17：00）
（公財）元興寺文化財研究所 0742-23-1376（平日9：00～17：00）

9/15（土）

11/3（土 祝）

大中遺跡まつり
普段とは違う特別な古代体験が楽しめます！

遺跡ウォーク　宮山古墳と周辺の古墳を巡る
11/17（土）　装飾大刀などが出土した宮山古墳周辺の遺跡を訪ねます。※対象：どなたでも

10：00～15：00 9/17（月祝）から受付

079-437-5562（学芸課）

大中遺跡・兵庫県立考古博物館

10：00～16：00

JR山陽本線「土山」駅南出口から『であいの道』徒歩15分

不要 一部有料

兵庫県立考古博物館

兵庫県立考古博物館

079-437-5589

20名 200円

10/6（土）～12/2（日） 辰馬考古資料館

秋季展「コレクションが語るもの」
　本館40周年記念として、辰馬悦蔵が収集した資料が、これまでの研究の発展の中で、どのよ
うに位置づけられてきたのかについて取り上げる。

展示解説
10/28（日）、11/23（金 祝）　当館学芸員　青木政幸による展示解説を行います。

阪神本線「香櫨園」駅から北に徒歩2分、JR神戸線「さくら夙川」駅から徒歩7分、
阪急神戸線「夙川」駅から南に徒歩10分

月曜日（祝日の場合は翌日）10：00～16：30（入館は16：00まで）

一般200円、敬老（65歳以上）・大学生100円

各日10：30～11：30、15：00～16：00の2回開催

不要 各25名（先着順）

要観覧券

辰馬考古資料館 0798-34-0130

体験講座　古代の大刀の柄頭に挑戦

体験講座　組紐でマフラーをつくろう

10/14（日）　古代の大刀の柄頭をつくります。

10月

10:00～15：30 16名 小学校4年～

2ヵ月前（休館日の場合は翌開館日）から予約受付

10/20（土）　毛糸を使った組紐でマフラーをつくります。

①10：00～12：00　②13：30～15：30 各回5名

①小学校4年～　②高校生～

1000円
※体験講座は、いずれも以下の通り

兵庫県立考古博物館

JR山陽本線「土山」駅南出口から『であいの道』徒歩15分

兵庫県立考古博物館 079-437-5564（学習支援課）

10/6（土）～11/25（日） 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
奈良県立橿原考古学研究所創立80周年記念　秋季特別展

「古代の輝きー日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅱー」
当研究所は本年で創立80周年を迎えます。附属博物館では、橿原考古学研究所と関係者によ
る昭和初期から現在までの調査研究のなかから、考古学・古代史研究の新たな一ページを切
り開いた資料を選んで、橿考研80周年記念特別展を開催します。秋季展では、古墳時代後期、
飛鳥・奈良時代を中心とした資料を展示します。

大人800円(500円)、大学・高校生450円
(350円)、小・中学生300円(250円) （　）内
は20名以上の団体料金。

近鉄橿原線「畝傍御陵前」駅下車、西へ徒歩約5分、
同南大阪線「橿原神宮前」駅下車、北へ徒歩約15分

秋季特別展　研究講座

奈良県立橿原考古学研究所 講堂

10/7（日）　  飛鳥の都特集
　　　　　「木簡から飛鳥宮跡を読み解く」　鶴見泰寿（当館指導学芸員)
　　　　　「古代国家の形成と飛鳥宮」　　   林部　均氏（国立歴史民俗博物館副館長）
10/21（日）　藤ノ木古墳特集
　　　　　「6～7世紀の平群谷・斑鳩地域と王族・豪族」　西本昌弘氏（関西大学教授)
　　　　　「藤ノ木古墳・優品の馬具とともに葬られた貴人」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  千賀　久氏（葛城市歴史博物館館長）
11/11（日）　山と寺の考古学特集
　　　　　「考古学から見た大峯奥駆道の成立ー修験道の確立をめぐってー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  森下惠介氏（山の考古学研究会会長）
　　　　　「斑鳩の寺と明日香の寺ー聖徳太子をめぐってー」　菅谷文則（当研究所所長）

9：00～17：00（入館は16：30まで）

月曜日（祝日の場合は翌日が休館）

無し

無料 不要各日13：00～16：15（開場は12：00）

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 0744-24-1185

「阪神考古学の半世紀と辰馬考古資料館」
11/３（土 祝） 西宮市教育文化センター

　森岡秀人氏（関西大学大学院講師 ）

13：30～15：00 50名（先着順） 不要

阪神電車「香櫨園駅」より南に徒歩8分（西宮市川添町15-26）

無料

辰馬考古資料館 0798-34-0130

9/26（水）～11/26（月）
第83回企画展
「華麗なるササン王朝－正倉院宝物の源流ー」

ササン朝ペルシアで制作された文物はシルクロードをわたり、遠くは日本にももたらされま
した。正倉院宝物にもその影響が色濃く見られます。本展ではササン王朝の遺宝を通して、
その文化を紹介します。 

火曜日9：30～16：30（入館は16：00まで）
大人400円、団体（20名以上）300円、
小・中学生200円（学校教育で入館の場合は無料・要事前申し込み）

天理大学附属天理参考館

天理大学附属天理参考館 0743-63-8414

JRまほろば線・近鉄天理線「天理」駅下車、徒歩約20分。
西名阪自動車道[天理IC]より南へ約3㎞。※期間により駐車を制限する場合があります。



9/29（土）～12/2（日）
秋期特別展
「黒潮の海に糧をもとめてー古墳時代の海の民とその社会ー」

海を生活の基盤として漁撈や製塩を行っていた海の民は、黒潮を利用して他地域と交流し、王
権や在地首長と深く関わってきた。本展では、海の民の姿を古墳時代を中心とした海の生産用
具と関連遺物から紹介します。

特別展講座
第1回　10/20（土）　    「紀伊の海人ー生業と奥津城ー」　冨加見泰彦（当館職員）
第2回　10/27（土）　   「尾張・三河の土器製塩」
                                                   　　　　　　立松　彰氏（東海市立平洲記念館・郷土資料館館長）
第3回　11/3（土 祝）　「三浦半島の洞穴遺跡ー洞穴内埋葬から見る古墳時代ー」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　勉氏（赤坂遺跡調査団団長）
第4回　11/10（土）   　「房総半島の海人の首長墓」
　　　　　　　　　　　　　　　白井久美子氏（千葉県立房総のむら主任上席研究員）

和歌山県立紀伊風土記の丘 資料館

9：00～16：30（入館は16：00まで）
月曜日（月曜日が祝日または休日の場合は次の平日）
一般350円（290円）、大学生210円（160円）．（　）内は20名以上の団体料金
高校生以下、65歳以上、障がい者、県内在住中の外国人留学生は無料（要証明証）

特別展記念講演会
10/6（土）　「古墳時代の漁撈について」　和田晴吾氏（兵庫県立考古博物館館長）

13：30～15：00 無料（要入館料）

60名（先着順）、小学生以上 9/21（金）13：00～電話受付

13：30～15：00 資料代（要入館料） 30名（先着順）、小学生以上
第1回：10/5（金）、第2回：10/12（金）、第3回：10/19（金）、第4回：10/26（金）から、
いずれも13：00～電話受付

JR和歌山線「和歌山」駅東口から和歌山バス「紀伊風土記の丘」行約20分、
JR「田井ノ瀬」駅から徒歩約20分、阪和自動車道［和歌山IC］から約5分。
和歌山県立紀伊風土記の丘 073-471-6123

9/12（水）　   「海人の墓」・11/16（金）　「古代の道と郡衙」　冨加見泰彦（当館職員）

フカミンのおしゃべり考古学

13：30～15：00 資料代（要入館料）

当日受付30名（先着順）、15歳以上

連続講座「岩橋千塚」
第7回　9/16（日）　    「大谷山22号墳と岩橋千塚」　
　　　　　　　　　　　　　　金澤　舞氏〔（公財）和歌山県文化財センター副主査〕
　　　　　　　　　 「発掘！天王塚～県内最大級の首長墓を掘る」
　　　　　　　　　　　　　　瀬谷今日子（当館主査学芸員）
第8回　11/25（日）　 「横穴式石室の系譜とその展開ー石棚を持つ古墳を題材にー」
                                                   　　  堀　真人氏〔（公財）滋賀県文化財保護協会〕
　　　　　　　　　 「岩橋千塚と海辺の遺跡（仮）」　山本光俊（当館学芸員）

13：30～15：30 資料代（要入館料）

第7回：8/31（金）、第8回：11/9（金）から、いずれも13：00～電話受付
30名（先着順）、小学生以上

館長講座③「須恵器の話あれこれ」
11/17（土）　    「須恵器編年の方法ー型式編年とは？－」　中村　浩（浩道）（当館館長）

13：30～15：00 資料代（要入館料） 30名（先着順）、小学生以上

11/1（木）13：00～電話受付

11/11（日）

風土記まつり
昔の遊びが体験できる風土記の丘競技会、各参加施設オリジナルの古代体験等様々なプロ
グラムがあります。

和歌山県立紀伊風土記の丘

10：00～15：30 各ブースごとの参加料等
無し 実施 当日受付

JR和歌山線「和歌山」駅東口から和歌山バス「紀伊風土記の丘」行約20分、
JR「田井ノ瀬」駅から徒歩約20分、阪和自動車道［和歌山IC］から約5分。
和歌山県立紀伊風土記の丘 073-471-6123

特別展関連ワークショップ
①10/14（日）　「製塩土器づくり」　②11/18（日）　「古代の塩づくり」

13：30～15：30 無料（要入館料）
30名（先着順）、小学生以上 ①は実施、②は中止
①9/28（金）、②11/2（金）のいずれも、13：00～電話受付

和歌山城天守閣　多門展示コーナー9/29（土）～11/4（日）
秋のコーナー展示「和歌山城天守閣　再建」

今年で和歌山城天守閣は再建60周年を迎えます。本展では、戦後の再建に至るまでの過程や
苦労を、当時の資料を通じて紹介します。和歌山市指定文化財にもなった天守台出土地鎮具
なども展示します。

9：00～17：30（入館は17：00まで）
無し
大人410円、小・中学生200円
和歌山バス「公園前」下車徒歩15分
和歌山城天守閣 073-422-8979

真言律宗 元興寺・法輪館

元興寺創建千三百年記念 秋季特別展「大元興寺展」

拝観料として、大人600円、中高生300円、小学生100円。

9/13（木）～11/11（日）

養老2年（718）の元興寺創建からの歴史を総合的に取り上げます。元興寺ゆかりの寺院の協力
のもと、出土遺物や彫刻、絵画、古文書などの各種資料によって、古代は国家的寺院として、そし
て中世以降は都市奈良の中で存立してきた元興寺の歴史を振り返ります。

9：00～17：00（ただし、入門は16：30まで） 無し

実践文化財学　講座編
「連続講座ー元興寺創建千三百年　その歴史と寺宝」

元興寺文化財研究所・総合文化財センター

9/12（水）　   「考古学からみた中世元興寺」　坂本　俊（当研究所研究員）
10/10（水）　「紙製地蔵菩薩立像が語る江戸時代の庶民信仰ー文化財修復からの発見ー」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨森久晃・高橋平明（当研究所総括研究員）
11/14（水）　「江戸時代の元興寺と奈良町」　服部光真（当研究所研究員）
12/12（水）　「元興寺をめぐる教育と学術」　角南聡一郎（当研究所総括研究員）
　　　　   　「元興寺獅子国形仏足石とアジアの仏足信仰」　佐藤亜聖（当研究所主任研究員）

各日13：30～15：00 各85名（先着順） 500円（レジメ代含む）

「お名前・連絡先・参加月日」を、電話でお申込みください。

（公財）元興寺文化財研究所

JR万葉まほろば線「京終」駅および奈良交通バス「南方町」バス停から徒歩5分

0742-23-1376（平日9：00～17：00）

近鉄奈良線「奈良」駅から徒歩15分、JR奈良線「奈良」駅から徒歩20分

（公財）元興寺文化財研究所 0742-23-1376（平日9：00～17：00）

9/12・10/10・/11/14・12/12（各水曜）

和歌山市立博物館2階　特別展示室９/15（土）～10/21（日）
特別展
「お殿様の宝箱ー南葵文庫と紀州徳川家伝来の美術ー」

今年は、紀州徳川家15代・徳川頼倫が創設した我が国で初めての私設図書館「南葵文庫」の公
開から110年になります。また紀州徳川家初代・徳川頼宣が元和5年（1619）に和歌山に入国し
て400年目の節目の年です。これらにちなみ、本展では、南葵文庫と紀州徳川家に伝来した美術
品を紹介します。

9：00～17：00（入館は16：30まで）
月、祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は開館、翌日休館）

一般500円、高校生以下は無料

南海電鉄「和歌山市」駅から南西へ歩いて約5分。

和歌山市立博物館 073-423-0003

田辺市立歴史民俗資料館11/3（土 祝）～12/2（日）

「和歌山県内埋蔵文化財調査成果展ー紀州のあゆみ」
平成29年度に当センターが行った発掘調査と出土遺物整理作業の成果と、新たに和歌山県
指定文化財となった考古資料について、出土遺物とパネルで展示紹介します。

9：30～17：00 月曜日・第4木曜日無料
JR「田辺」駅から徒歩15分・明光バス白浜田辺線「東本町」下車、徒歩1分。
阪和自動車道〔南紀田辺IC〕から7分
（公財）和歌山県文化財センター 073-472-3710

キーちゃん

10/6（土）　　 記念講演会　「ササン朝ガラスの東方伝播」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷一　尚氏（林原美術館館長）
11/3（土 祝）　記念講演会　「正倉院宝物にみられるササン朝文化」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米田雄介氏（元宮内庁正倉院事務所長・古代学協会理事）

不要（当日先着順）

第83回企画展　関連イベント

JR万葉まほろば線・近鉄天理線「天理」駅下車、徒歩約20分。
西名阪自動車道[天理IC]より南へ約3㎞

0743-63-8414

天理大学附属天理参考館 研修室

各日13：30～15：00 各100名

要入館料　※大人400円

天理大学附属天理参考館

10/6（土）、11/3（土 祝）

①10/14（日）　「古代・中世の元興寺を歩く」　②10/21（日）　「元興寺とならまちの伝承を歩く」
③10/28（日）　「元興寺ゆかりの寺社をめぐる」

実践文化財学　現地学習編「ならまち歴史ウォーク」
ならまち

近鉄奈良線「奈良」駅から徒歩15分、JR奈良線「奈良」駅から徒歩20分
（公財）元興寺文化財研究所 0742-23-1376（平日9：00～17：00）

各日9：00～13：00 各25名（先着順）
①2500円、②・③3000円（いずれも拝観料、保険料含む）
「お名前・連絡先・参加日」を、電話でお申し込みください。

10/14（日）・21（日）・28（日）

止止止止止止止止
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滋賀県立
安土城考古博物館

または
滋賀県埋蔵
文化財センター

３

京都府立
山城郷土資料館

または
京都府立

丹後郷土資料館

京都市考古資料館
向日市文化資料館

または
朝堂院公園案内所

長岡京市立埋蔵
文化財調査センター

大阪府立
近つ飛鳥博物館

または
泉佐野市立

歴史館いずみさの

大阪歴史博物館 枚方市立旧田中家
鋳物民俗資料館

八尾市立埋蔵文化財
調査センター

元興寺
または

元興寺文化財研究所
（イベント開催時のみ）

奈良県立
橿原考古学研究所
附属博物館

兵庫県立
考古博物館

和歌山県
文化財センター
または

和歌山県立
紀伊風土記の丘

和歌山市立博物館
または

わかやま歴史館
天理大学附属
天理参考館

香芝市
二上山博物館

歴史に憩う
橿原市博物館

ご応募はお一人様1回およびご本人に限らせていただきます。
● スタンプシートの切り貼り、コピーは認められません。ご了承ください。
●スタンプの押印は本人の来館に限ります。

辰馬考古資料館
夏季教室展
6月9日～9月2日
秋季展

10月6日～12月2日

応募の際の送料は各自でご負担願います。

兵庫県まちづくり技術センター
　　　　　埋蔵文化財調査部

☎079-437-5561〒675-0142　兵庫県加古郡播磨町大中1-1-1

応募締切　2018年12月21日（金）必着応募締切　2018年12月21日（金）必着
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文化財の魅力を引き出し、
護り、伝え、活かして、社会に貢献する

八尾市立歴史民俗資料館
わたやん

（公財）向日市埋蔵文化財センター
ひき麻呂

和歌山県立紀伊風土記の丘
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